
Nobuaki Takubo 交通事故解析から見えてくるもの

47

工学博士。1986 年より科学警
察研究所に勤務。ドライビング・シ
ミュレーターや各種走行実験によ
る運転者の人間工学的特性、交
通事故の統計分析、交通事故調
査に基づく事故要因の研究に従
事。2006 年より現職。

科
学
警
察
研
究
所
交
通
科
学
第
三
研
究
室
長
・
会
員

交
通
事
故
解
析
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

交
通
事
故
の
マ
ク
ロ
的
分
析

私
か
ら
は
、
交
通
事
故
解
析
か
ら
見
え
て
く
る
事
故
の
要
因
や
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
解
析
に
つ
い
て
は
、一
つ
は
統
計
分
析
を
通
し
た
マ
ク
ロ
的
な
解
析
が
あ
り
ま
す
。も
う
一
つ
は
、

一
件
ご
と
の
事
故
を
捜
査
鑑
定
す
る
た
め
の
事
故
解
析
で
す
。
ま
ず
マ
ク
ロ
的
な
解
析
か
ら
、
交
通
事
故
の

傾
向
・
現
状
を
見
て
い
き
ま
す
。
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平
成
二
一
年
の
交
通
事
故
死
者
は
四
九
一
四
人
で
、

五
〇
〇
〇
人
を
切
り
ま
し
た
。
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
二
四
一

人
、
マ
イ
ナ
ス
四
・
七
％
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
の
初
め

の
頃
に
死
者
が
増
え
た
後
、
平
成
五
年
以
降
か
ら
一
気

に
死
者
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
一
方
、
負
傷
者
数

と
発
生
事
故
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
代
半
ば

ま
で
増
え
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一
七
年
以
降
、

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
（
資
料
１
）。

そ
の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
な
る
運
転
免
許
保
有
者
数
、

自
動
車
台
数
、
自
動
車
走
行
㎞
、
発
生
件
数
を
見
る
と
、

全
体
的
に
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
の

数
年
は
安
定
化
、
も
し
く
は
減
少
の
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
発
生
件
数
と
と
も
に
、
走
行
㎞
が
対
前
年
比
よ
り

少
し
下
回
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

年
齢
層
別
の
交
通
事
故
で
は
、
二
〇
代
か
ら
五
〇
代

は
、
一
〇
歳
刻
み
に
区
切
っ
て
い
ま
す
が
、
六
〇
歳
以

上
は
「
六
〇
～
六
四
歳
」
と
「
六
五
歳
以
上
」
で
分
け

資料１　これまでの交通事故
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て
い
る
の
で
、
六
五
歳
以
上
が
必
然
的
に
、
非
常
に
高
い

水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
六
〇
代
を
六
四
歳
で
区
切
る
か

た
ち
で
、
こ
の
年
代
の
傾
向
を
見
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
す
が
、
六
〇
～
六
四
歳
の
傾
向
は
六
五
歳
以
上
と

ほ
ぼ
同
じ
と
見
て
い
い
と
思
い
ま
す
（
資
料
２
）。

次
に
、
最
近
の
傾
向
を
見
る
た
め
に
、
平
成
二
一
年

を
一
〇
〇
と
し
た
年
齢
層
別
死
者
数
の
指
数
で
見
る
と
、

高
齢
者
の
事
故
は
ほ
と
ん
ど
減
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
六

～
一
九
歳
が
急
激
に
減
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
五
歳
以
下

と
、
二
〇
～
二
九
歳
の
減
り
方
も
著
し
い
。
少
し
細
か

く
見
る
と
、
世
代
別
に
違
い
が
出
て
く
る
面
も
あ
り
ま

す
。
私
見
で
す
が
、
団
塊
の
世
代
の
存
在
が
、
各
年
齢

層
の
推
移
に
か
な
り
影
響
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
死
者
数
を
状
態
別
（
自
動
車
、
二
輪
車
、
自

転
車
、
歩
行
中
）
で
見
る
と
、
こ
れ
も
全
体
的
に
減
っ

て
い
ま
す
が
、
自
動
車
の
減
り
方
が
大
き
い
。
平
成
以

資料２　年齢層別の交通事故
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降
の
傾
向
を
見
る
た
め
に
、
平
成
二
一
年
を
一
〇
〇
と
し

て
、
回
帰
曲
線
で
結
ん
で
み
る
と
、
や
は
り
自
動
車
の
死

者
が
非
常
に
減
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、

自
転
車
、
歩
行
中
の
減
り
方
は
鈍
く
、
ま
た
こ
の
数
年
は

歩
行
中
の
事
故
も
横
ば
い
の
状
況
で
す
（
資
料
３
）。

人
的
要
因
が
高
い
交
通
事
故

次
に
、
交
通
事
故
発
生
の
要
因
に
つ
い
て
で
す
が
、

一
般
的
に
は
「
人
的
」、
道
路
な
ど
の
「
環
境
的
」、「
車

両
的
」
の
三
つ
で
示
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
事
故
分

析
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
人
的
要
因
が
、
全
体
の

九
二
・
六
％
で
最
も
多
く
、
環
境
が
三
三
・
八
％
、
車
両

が
一
二
・
六
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
対
策
を
具
体
的
に
考
え
て
い
く
な
か
で
、

事
故
発
生
要
因
の
三
要
素
「
人
・
道
・
車
」
と
、「
通
常
時
」、

「
衝
突
直
前
」
の
予
防
安
全
、「
衝
突
中
」
の
被
害
軽
減
、「
衝

突
後
」
の
救
急
と
い
う
か
た
ち
で
、
状
況
別
の
マ
ト
リ

資料３　状態別の交通事故
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ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
一
二
の
要
因
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
事
故
は
、
こ
の

よ
う
に
単
純
に
は
分
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
事
故
対
策
を
考
え
る
際
の
一
つ
の
整
理
と
し
て
は
、
わ
か
り
や
す

い
面
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
事
故
死
者
数
削
減
を
考
え
る
際
に
、
最
終
的
に
重
要
に
な
る
の
は
救
急
医
療
の
対
応
で
す
が
、

そ
の
対
策
を
考
え
る
と
き
に
は
、
発
生
要
因
が
当
然
関
係
し
ま
す
し
、
衝
突
中
の
対
策
も
関
係
し
ま
す
。
従
っ

て
、
こ
う
い
う
要
因
が
非
常
に
複
雑
に
絡
ん
だ
上
で
、
交
通
事
故
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
き
ち
ん
と

認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
科
警
研
で
は
第
九
次
交
通
安
全
基
本
計
画
を
検
討
す
る
な
か
で
、
ど
う
い

う
要
因
が
事
故
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
資
料
に
よ
る
と
、
事
故
件
数
に
影
響
す
る

も
の
と
し
て
は
、「
若
年
運
転
者
」、「
高
齢
運
転
者
」、「
携
帯
電
話
普
及
率
」
が
プ
ラ
ス
に
働
き
、「
自
動
車

台
数
当
た
り
の
道
路
舗
装
延
長
」、「
新
車
の
割
合
」、「
酒
酔
い
運
転
の
罰
金
額
」、「
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ナ
ビ
の
普
及
率
」、

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
が
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
死
者
推
計
モ
デ
ル
で
は
、「
道
路
舗
装
延
長
」、「
人
口
当
た
り
高
規
格
救
急
車
・
救
急
救
命
士
の
比

率
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
義
務
化
」、「
新
車
割
合
」
が
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
が
独
自
に
行
っ
た
分
析
で
も
、
死
亡
・
重
傷
事
故
の
発
生
に
対
し
て
、「
高
齢
者
」
は
プ
ラ
ス
、「
道

路
延
長
当
た
り
の
信
号
機
数
」、「
Ｄ
Ｉ
Ｄ
（
人
口
集
中
地
区
）
面
積
」、「
医
師
数
」
な
ど
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
人
口
が
一
〇
％
増
え
る
と
、
目
的
件
数
の
死
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亡
事
故
者
が
八
％
程
度
増
え
る
と
い
う
、
非
常
に
強
い
関
係
が
あ
り
、
今
日
の
高
齢
化
の
進
展
は
、
全
体
の

死
者
を
考
え
る
な
か
で
外
せ
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
へ
の
影
響
要
因
の
評
価　

こ
う
し
た
マ
ク
ロ
的
分
析
か
ら
見
た
影
響
要
因
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
が
、
今

後
の
対
策
評
価
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
我
々
は
ト
ー

タ
ル
の
「
事
故
件
数
」
や
「
死
者
数
」
を
、
評
価
の
指
標
と
し
て
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な
か
で
議
論

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
来
な
ら
、
例
え
ば
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ナ
ビ
が
普
及
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ナ
ビ
に

関
係
し
た
事
故
の
増
減
で
評
価
し
、
医
師
の
数
の
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
医
療
体
制
に
よ
っ
て
ど
う

い
う
結
果
を
得
た
か
を
評
価
す
べ
き
な
の
で
す
が
、
現
在
は
そ
う
し
た
評
価
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
交
通
安
全
基
本
計
画
の
目
標
と
し
て
、
死
者
数
を
半
減
す
る
と
か
、
五
年
間
で
三
〇
〇
〇
人

に
す
る
と
い
う
と
き
に
、年
齢
層
別
と
人
口
の
推
移
を
も
と
に
、あ
く
ま
で
も
ト
ー
タ
ル
の
「
事
故
件
数
」、「
死

者
数
」
で
モ
デ
ル
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
単
純
な
指
標
だ
け
で
、
果
た

し
て
先
々
の
交
通
安
全
の
目
標
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
、
個
人
的
に
は
非
常
に
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
通
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
少
し
海
外
の
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
Ｅ
Ｕ
で
は
、
二
〇
一
一
～
二
〇
二
〇
年
の
、
新
し
い
一
〇
年
計
画
の
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
起
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さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
現
状
で
、
三
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
死
者
、
一
五
〇
万

人
以
上
の
負
傷
者
、一
三
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
損
害
が
出
て
い
る
の
に
対
し
、二
〇
二
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
、

死
者
数
半
減
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
七
項
目
で
、
こ
れ

は
ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
よ
う
な
目
標
と
言
え
ま
す
。

●
道
路
利
用
者
の
教
育
・
訓
練
の
強
化	

●
取
締
り
の
強
化

●
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備	

●
車
両
の
安
全
性
向
上

●
最
新
技
術
の
利
用
促
進	

●
救
急
救
命
医
療
の
改
善

●
弱
者
保
護
対
応

一
方
、
ア
メ
リ
カ
運
輸
省
の
交
通
安
全
対
策
の
ト
ピ
ッ
ク
で
見
ま
す
と
、
以
下
の
七
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

●
運
転
行
動
の
阻
害
（
携
帯
電
話
な
ど
）	

●
飲
酒
・
薬
物

●
衝
突
安
全	
●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

●
幼
児
の
被
害
軽
減	
●
若
年
運
転
者

●
高
齢
運
転
者
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ま
た
、
自
動
車
対
策
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
で
は
、「
新
車
へ
の
ブ
レ
ー
キ
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
」、「
Ｅ

Ｄ
Ｒ
義
務
化
」、「
ペ
ダ
ル
配
置
」、「
電
子
シ
ス
テ
ム
の
性
能
基
準
」
な
ど
を
掲
げ
、
Ｅ
Ｕ
で
は
「
先
進
車
両

技
術
の
実
用
化
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
で
は
、
最
近
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

故
の
傾
向
、
ト
レ
ン
ド
に
対
応
し
た
、
か
な
り
具
体
的
な
技
術
対
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
交
通
安
全
対
策
の
重
点
対
象
と
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
重
点
対
象　

・
高
齢
者
・
子
ど
も　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

・
歩
行
者
・
自
転
車　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

・
生
活
道
路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
考
え
方　
　

・
国
民
自
ら
の
意
識
改
革

　
　
　
　
　
　

・
情
報
通
信
技
術
の
活
用

　
　
　
　
　
　

・
効
果
的
・
効
率
的
な
対
策
の
推
進

事
故
対
策
評
価
の
課
題

日
本
で
は
、
来
年
か
ら
始
ま
る
第
九
次
交
通
安
全
基
本
計
画
で
、
平
成
二
七
年
ま
で
に
、
死
者
数
を

三
〇
〇
〇
人
に
減
ら
す
と
い
う
目
標
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
二
二
年
を
入
れ
て
、
六
年
間
で
毎
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年
平
均
、前
年
比
マ
イ
ナ
ス
八
％
、三
〇
〇
人
ず
つ
減
ら
さ
な
い
と
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
、

目
標
と
し
て
は
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
と
言
え
ま
す
。

私
が
日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は
、
こ
う
し
た
高
い
目
標
が
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
交
通
安
全
対
策

を
実
行
し
た
と
き
に
、
本
当
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
も
ち
ろ
ん
一
つ
ひ
と
つ
の

対
策
、
例
え
ば
、
住
宅
地
の
生
活
道
路
で
の
徐
行
を
意
識
付
け
る
よ
う
な
教
育
を
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
効

果
を
発
揮
し
て
事
故
を
防
げ
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
高
齢
者
や
歩
行
者
の
死
者
数
を
減
ら
そ
う
と
言
う
と
き
に
、
果
た
し
て
何
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
優
先
し
て
、
対
策
を
立
て
た
ら
い
い
の
か
、
そ
こ
を
よ
く
考
え
な
い
と
、
実
行
あ
る
も
の
に
は

な
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は
り
そ
の
た
め
に
は
、
各
対
策
の
評
価
が
大
事
で
、
今
の
よ
う
に
「
事
故

件
数
」
と
か
、「
死
者
数
」
だ
け
で
評
価
す
る
方
法
で
い
い
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
関
係
者
全
員
で
、
も
う
一

度
き
ち
ん
と
議
論
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。


